「人類経済秩序の確立を目指して
～‘いのち’の視点で地球・社会・企業・家庭を考える～」
宮城大学事業構想学部教授　　天明　茂
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第１章　会計の本質は「幽顕（貸借）のバランス」
１，恩師から教わった会計の定義
　「会計は人類経済秩序の計算学である」（元日本大学教授・公認会計士 薄衣佐吉）
２，会計の４大領域とその計算対象　　　　　　　　　　　　　　　本講義のキーワード
（１）地球＝環境会計・・・・自然資本の保全と修復→２章　生物多様性
（２）国・自治体＝公会計・・国富の維持と増殖と幸福度→３章　格差社会
（３）企業＝企業会計・・・・価値の創造と投下資本の増殖→４章　ＣＳＲ
（４）家庭＝生活者会計・・・生命の再生産と継承→５章　日本人のアイデンティティー
　　＊ 宮城大学への奉職で、期せずして①～④すべての会計領域をカバーできた。
３，会計の本質～貸借均衡の意味～
　「会計は『貸方＝幽なる世界』が原因となって、
『借方＝顕なる世界』を司る宇宙のバランス計算である。」
　　　　　　　　　＜借方＞　　　貸借対照表　　　　＜貸方＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　顕なる世界　　　　　　　　幽なる世界

　　　　　　　　　　（結果）　　　　　　　　　　（原因）

　　　　　　　　　　　　　　　　（薄衣佐吉：ルカ・パチオリ「数学大全」を参考に）
４，繁栄の代償に失った‘幽なる世界’への気づき
（１）西欧的な論理、近代的な合理精神が経済繁栄をもたらした
（２）しかし、その結果として国家の品格が失われた（注１）
（３）西欧と日本の違いは「自然征服」と「八万神」の思想の違い

（４）それは「人間中心」という人間のおごりや自分中心の思想を招き
（５）犯罪、係争、精神的悩み等を増加させた
＊ アメリカの人口当たり弁護士数は日本の20倍、精神カウンセラーが50～60倍
（６）解決のカギは、論理や理性で評価し得ない人の心や‘いのち’の理解

（７）これが自由、世界平和、地球環境との調和、人類経済秩序確立の大前提
第２章　地球環境保全を‘いのち’の観点から考える


＜○×クイズ＞（環境群）

①石川さゆりが夏の青森で見た雪景色は地球温暖化の影響による朝モヤだった。 

②日本の食糧自給率およそ40％、木材自給率は18％である。

③野菜、果物、肉の中で、最も農薬に汚染されているのは野菜である（注２）。

④乳牛は成牛になると自然に乳を出す。
１，自然の宝庫、東北も荒廃が進む
（１）詩の中にだけにしか残っていない「うさぎ追いしかの山、小鮒釣りしかの川」

（３）地球の‘いのち’と‘日本人の心’を育んできた農業だったが・・・
（４）穀物自給率30％弱、にもかかわらず21万ヘクタールの休耕地の不合理
（２）森と里と海はつながり～だから‘森は海の恋人’

（５）商業植林・伐採とエネルギー転換が森を消している
（５）‘不自然な恵み’が健康被害につながる　ex.Ｆ１種の作物
２，生物多様性が破壊された原因は経済至上主義

（１）経済のグローバル化による選択的拡大策が農を壊した
　　★農業競争力強化の要請→単品種多量生産→生物多様性の破壊→作物生育力の低下
→化学肥料の施肥→土壌の劣化→病虫害の増加→農薬散布・・・・の悪循環
（２）酪農も経済優先の反自然的経営の犠牲
★「乳牛の95％は牛舎飼い。一生を通じて土の上を歩くことも大地の野草を食べることも太陽を浴びることもない。しっぽと角は切られ、蹄は伸びっぱなしで寝起きもままならない。99.99％は人工授精。排泄の時は瞬間電圧7000～3000ボルト、電流30ミリアンペアの電線に触れる」（注３）。

（３）森林を市場価値の観点からしか見ない商業的林業が森林破壊の元凶
　　★「今日のアジアには林業のパラダイムが２つある。一つは生命を高めるパラダイムであり、もう一つは生命を破壊するパラダイム」「再生可能性の維持が前者の経営目的であり、商業的伐採による利潤の極大化が後者の経営目的」（注４）
（４）環境破壊の奥に潜む精神のモノカルチャー（注４）
★＝農作物の単一栽培の意から転じて特定の思想に強く依存する構造
３，オルターナティブ　地球の視点で‘いのち’のつながりを再生する
（１）米・果樹・野菜に広がる無肥料栽培
　　★土壌が微生物層で豊かになるから肥料は不要、肥料をやらないから虫が来ない（注５）
★肥料過剰は硝酸態窒素過多による健康被害や土壌汚染の原因になる
★施肥のデメリットは、そのメリットよりはるかに大きい（注６）。
（２）全国に広がる冬水田んぼ

　　★冬期湛水不耕起田は、収穫のあと耕さず田植えまで水を張る。水中の土壌生物や、沢山の菌たちが冬の間から土を耕してくれるから機械を使って耕すことはしないし、施肥も不要。イトミミズの糞が作るトロトロ層が抑草効果を作る。カドミウムの吸収抑制効果もある（注７）。
（３）無投薬養鶏
★完全な無投薬養鶏は宇宙の原理に学んだ生命農法だった（注８）。
（４）山地酪農の無農薬エコロジー牛乳
★無農薬牛乳を生産する中洞牧場の「エコロジー牛乳」。１ヘクタールに乳牛2頭を365日昼夜放牧、牛舎なし、100％自然交配（注３）。

（５）伊勢神宮の宮域林5400haは180年後から自給自足に
　　★ヒノキと広葉樹の混交林だから生態系バランスが保てる。
第３章　格差社会に代わる社会の構想

＜○×クイズ＞（社会格差群）
⑤所得階層上位20％と下位20％の所得差は50倍に広がっている。

⑥年間所得の中央値の半分以下と定義される「貧困層」は63世帯に１世帯ある。

⑦市場原理主義の起源はイギリスの経済学者Ｊ・Ｍ・ケインズと言われる。

　⑧「人間らしい生活には市場原理以外の価値観が必要」と言ったのはＪ・ソロスである。

１，広がる社会の格差

（１）所得格差の拡大で貧困層が増えた
★非正社員労働者は10年前1,000万人→現在1,660万人。
★１億円以上の資産を持つ富裕層は141万人。

（２）フリーター・ニートは潜在的生活保護者？

　　★年俸：正社員454万円、契約・嘱託250万円、派遣204万円、パート111万円
（３）産業界は超大企業による寡占化で淘汰・合併・外資化が進む　

（４）生活地域も中央と地方の格差がますます拡大

★勤労世帯の平均収入東京都100に対して北海道は01年95→現在83。

★進む過疎化で限界集落（＝住民の50％が高齢者）は2,000以上。

　　★07年3月までに集配機能を持つ4,700の郵便局のうち1,000の郵便局を閉鎖。北海道では郵便局の数が半減。

（５）このまま進むと・・・

★「その競争は‘ドン底へ向けての競争’に行き着くだろう。まさしく‘低位平準化’であり、より低い水の流れへの余りにもむなしい徒労である」（注９）。

２，格差社会を作った市場原理主義と３つの施策

（１）市場原理主義「市場に任せさえすれば全てはうまくいく」の弊害

　　★「近代になって市場原理主義ほど日本を傷つけたものは多くない
　　　　戦前の帝国主義、戦後のＧＨＱと日教組と並べられるほどである」（注１０）
（２）市場原理主義を浸透させた３つの施策（注１１）
　　★規制緩和

　　　金融ビックバン、郵政民営化、大店法規制緩和、派遣労働規制の緩和　など

　　★累進課税の緩和
法人税：85年43.3％→現在30％　所得税の最高税率：83年75％→現在50％
低所得層に負担の重い消費税の導入

　　★貿易の自由化

　　　「現在のＷＴＯは何よりも‘超国家的企業’の利益を優先するもの。ＷＴＯがあらゆる人間的価値を犠牲にして貿易を君臨させようとしている」（注１２）
（３）市場原理主義はマネーの世界

★パン屋でパンを買う「お金」と、取引の対象となり自己増殖する「マネー」（注１３）
★実際に貿易の決済に必要な金8兆円に対して一日の為替の出来高は300兆円

★「マネーは適切かつ持続可能な限度をはるかに超えた暴力性を帯び始めた」（注１４）
（４）イラク戦争はイラクの解放＝イスラムを市場主義に解放すること？（注９）
３，規制緩和政策がもたらしたもの
（１）規制緩和の背景にあったアメリカの日本に対する「年次改革要望書」（１５）
★日本への導入は首相の「私的諮問機関」や政府の「各種審議会」（注１０）
（２）規制緩和の日常生活への影響

★仙台市のタクシーは3年間で2654台から3466台へ増加

一日当たり営業収入36,000円→28,000へ。
★耐震強度偽装事件も規制緩和の落とし子

（３）郵政民営化は簡保120兆円の市場をアメリカに開放
　　★「郵政民営化はゴールではなく、簡保を弱体化させ、分割、解体、経営破綻に追い込み、Ｍ＆Ａや営業譲渡などさまざまな手段を弄して簡保が擁している120兆円の資産を米国系民間保険会社に吸収させることが最終的な狙い」（注１５）
　　★次なる狙いは国民健康保険の開放？（注１５）　　
（４）規制緩和の弊害はとっくに分かっていた

★「日本の規制緩和運動は、いわば、たいへん危険な劇薬を患者に副作用を全く知らせずに投与しようとしているのと同じである」（注１１）
★「働く人々の生活水準は劇的に低下し、経営者と株主、投機家という一握りの強者が莫大な富を手にする。それが規制緩和によってアメリカで起きた現実」（注１１）
４，オルターナティブ　社会的共通資本を地域で守る
（１）経済より「豊かな社会」を目指す
　　「豊かな社会とは、すべての人々が、その先天的、後天的資源と能力を充分に生かし、それぞれの持っている夢とアスピレーションが最大限に実現できるような仕事にたずさわり、その私的、社会的貢献に相応しい所得を得て、幸福で、安定的な家庭を営み、できるだけ多様な社会的接触をもち、文化的水準の高い一生をおくることができるような社会である」（注１６）
（２）この前提としての社会的共通資本の充実（注１６）
★自然環境：大気、水、森林、河川、湖沼など

★社会的インフラストラクチャー：道路、交通機関、上下水道、電力など

★制度資本：教育、医療、金融、行政、司法など
　　　＊パソコンＯＳを公共財と考えたリナックスの開発者、トーバルズの慧眼
（３）社会的資本の管理・運営主体として期待されるＮＰＯ　
　　★NPO法人川崎町の資源を生かす会の「森を育む川崎町の家づくりプロジェクト」
　　★「ＮＰＯ法人自然農食みやぎ」は休耕地を無農薬限定の市民農園に

（４）地域経済圏の充実（Small is beautiful）
　　★「仏教経済学の見地からすれば地方的必要を満たすための地方的資源による生産こそ、もっとも合理的な経済生活様式である」（注１７）
★ＦＥＣ（Foods  Energy  Care）自給圏を確立しよう（注９）
（５）今は少数派だけど「真理は常に少数派とともにあり」（湯川秀樹）
第４章　企業の社会的責任（ＣＳＲ）とその死角

＜○×クイズ＞（ＣＳＲ群）

⑨ベストセラー「食品の裏側」の著者、阿部司氏は企業秘密漏洩罪でクビになった。　
⑩ミサワホームの一戸建て住宅に使われる木材の80％は国産材である。

⑪自社製の合成洗剤がアトピーの原因と知った森田社長は直ちに生産を止めた。

⑫パラオで走る車の多くは日本車だが、廃車は日本の業者が引き取っている。

１，多くの企業経営者に欠落していた倫理観＝Ｅｔｈｉｃｓ
（１）現在の不祥事はすべてコンプライアンス違反であるが

（２）もっと大事なことは「企業倫理」の遵守
　　★企業倫理＝法律で規制されていなくとも、良くないことはやらないこと
　　（この上に社会貢献＝法律で強制されてなくとも、いいことはやる）
（３）ＣＳＲの死角
　★「やるべきでないこと」が本来業務としてまかり通っている

　Ex：石鹸を置かず合成洗剤だけしか販売しないスーパーマーケット

廃車の適正処理システムを持たない発展途上国への中古自動車の輸出

若年層への消費者金融の広告宣伝　など

（４）企業における責任の空洞化

　　★「企業は組織体であるがゆえに、そこで働く個々人の良心とは無関係に、あるいは個々人の良心を無視して不公正な行動をとってしまう」（注１８）
２，すべての企業は社会コストに目をむけよう

（１）社会コスト＝企業が負担せずに社会に負担させているコスト　
（２）社会コストの分類
★環境コスト：自然環境への負荷　＝天然資源コスト、環境負荷コスト

★労働コスト：組織構成員への負荷　＝労働環境コスト、人事処遇コスト

★社会生活コスト：顧客及び一般市民への負荷

　　　　　　　＝心身障害コスト、生活不健全化コスト、文化伝統破壊コスト
（３）あるべき環境会計の仕組み

　　　　
売上高　　　　　　　　　　　　　１，０００

　・・・

　　・・・

　　　　　　当期利益　　　　　　　　　　　　　１９０　　

　　　　　社会コスト控除　　　

　　　　　　天然資源コスト　　　　　　　　　△１００

　　　　　　環境負荷コスト　　　　　　　　　　△５０

　　　　　社会コスト控除後利益　　　　　　　　　４０　　

　　　　


３，オルターナティブ　「倫理観」と「志」を組織に浸透させる
（１）‘人’を徹底して信用する樹研工業㈱（注１９）
★最小軽量の歯車（100万分の1グラム）で世界に君臨する

　　　～採用は先着順。学歴・年齢・国籍・性別・経験を問わず。
～「‘世界一のものをつくろう’と動機づけると、彼らの瞳はみるみる輝き出す」
　　　～「リストラによる業績回復は‘粉飾決算’と同じ」。定年なし、首切りなし。
　　　～「会社が株主のものなら、株主だけでやってみろ！」
（２）株式公開より「環境福祉」を重視した「㈱ヨコタ東北」

　　★友人の自殺と阪神大震災が契機となって株式公開を撤回
　　★「売上禁止令」で「はがせるトレー」を開発
　　★トレーのリサイクルシステム「新庄方式」は福祉施設と連携

　　　～回収ボックスはスーパーマーケットにも、小学校にも　
　　　～回収・選別作業は「たんぽぽ作業所」、ペレット再生は「友愛会」
（３）環境ＣＳＲの全社的展開

　★自給自足経営で売上減少計画を立て続ける「向山塗料㈱」
★４日働いて３日休む。給与は上がらない。みんなで耕す、山羊牧場も稼働。働く日を少なくした分だけ雇用を増やす→ワークシェアリングの実践。
★前提は「お金がすべて」という価値観からの脱却（これが一番難しい）。
★みんなで植林活動、菜の花プロジェクト、フロンの回収、割り箸の回収運動、アイドリングストップ、節約、ペレットストーブなど、考えられることすべて実践。

（４）社会的企業経営者の意思決定基準
　　★「動機善なりや、私心無かりしか？」（京セラ：稲盛会長）
　　★「それは子孫にとっていいことか？」（向山塗料：向山会長、七福醸造：犬飼社長）

　　★「宇宙が味方するか？」（元関西銀行：伊藤忠彦氏）
　　★「得と損の道あらば損の道を行け」（ダスキン：鈴木元社長）

第５章　家庭・家族・個人に‘いのち’の輝きを

＜○×クイズ＞（生活群）

⑬交通事故による死者は自殺者の数を上回っている。

⑭日本の刑務所は収容率100％を上回ったことはない。

⑮一人暮らし老人は360万人ほどであるが、男性が圧倒的に多い。

⑯ママの語源は食物の「マンマ」、パパの語源は、タバコを吸う「パッパ」である。

１，壊れる家庭と家族環境

（１）増加する離婚、ドメスティック・バイオレンス、青少年犯罪、幼児虐待　etc.・・・　
（２）背景にある誤った個人主義の横行

（３）キレる子、不健康サラリーマンに共通する食生活の問題

　★肉食を主食とする民族は戦争が多い（注２０）
（４）生活習慣の変化、とりわけ地域コミュニティーの崩壊

２，失われた日本人のアイデンティティ

（１）ユダヤ人がみた日本人の長所・美点（Ｍ・モーゼ『日本人に謝りたい』）（注２１、２２）
①日本人は非常に愛国心の篤い国民である。国を愛する度合いは、自分の家族よりも、時には、自分自身の命よりも優先する国民である。

②日本人は格式を重んじ、年功序列を尊び、長幼の序を重んじ、先輩後輩の礼儀を大切にする。男性は男らしさを旨とし、勇猛果敢であり、女性はしとやかで、極めて謙虚で、しかも、したたかな強さを秘めている。

　③お金に対しては淡泊で、執着しない。お金より大切なものがこの世に数え切れないほどあるということを、すべての国民が当然のこととして認識している。
　④不自由さを苦にしない希有な国民である。公私の「公」を優先し、自分より先に相手を想い、そのために生じる不自由さを甘んじて受ける国民である。

　⑤礼儀作法を重んじ、潔く、武士道精神に代表されるように、世界でも希有な道徳心の篤い国民である。

　⑥気力が充実し、精神力抜群である。

　⑦己の信念のためならば死をも恐れぬ、逞しい精神力の持ち主である。

　⑧老若男女全ての国民は義理人情に篤く、隣人の世話や困っている人への物心両面からの援助は至極当然のこととして生活している。

　⑨国民一人ひとりに計画性があり、将来を見据えた生活設計をしっかり立てて生活している。
　⑩日本人としての誇りが高いばかりでなく、他国の人間に対しても、戦争した相手国の捕虜に対しても、礼儀を重んじる国民である。

　⑪享楽を恥じとし、刻苦勉励している。

　⑫男女の交際に対しては厳しく、結婚の相手を決めるには、いくつもの関門を設けている。男性も女性もそれを素直に受け止めている。

　⑬先祖を敬い、老人をいたわり、親、子、親戚等、一族の団結を大切にしていて「家族」というものの理想的な姿を現出している、世界にも例のないすばらしい国民である。

　⑭神代の昔から連綿と続く日本民俗の歴史を誇りにし、日々の生活の支えとしている。
（２）良きものを破壊、悪しきものを蔓延させる「人間獣化作戦」（注２２）　

　　～愛国心、悪平等論、拝金主義、無気力・無信念、刹那主義、享楽主義、恋愛至上主義、家族制度、民俗の歴史
（３）３Ｓ政策にまんまとはまった日本と日本人（注２２）
　　　Sex～セックス産業の解放

   　 Screen～映画・テレビの活用

   　 Sports～民族の活力・活気の精力をスポーツの奨励により軟化

３，オルターナティブ　自分しか果たせない使命に生きる
（１）真実を知る

　　★「人間が犯す罪で最大のものは無関心である」（マザー・テレサ）
（２）生まれてきた意味、生きる意味を知る

　　★なぜ人間として生まれてきたのか？

　　　発見されている生物種176万種の中で、なぜ「人間」として生まれてきたか？
　　　「人身受け難し、今、すでに受く」

　　★仕事を通して人間としてのステージを高める～菩薩道～
　　　自己中心性→自立準備性→自立力→開拓力→指導力→包容力→感化力

　　★仕事の役割り（注１７）
①人間の能力を発揮、向上させる

　　　②共働を通して自己中心を無くす

　　　③まっとうな生活に必要な財、サービスを生み出す

（３）心に精一杯の栄養を与える

　　★物心両面と考えれば、心の栄養に食費並の投資を

（４）使命に生きる～知命、立命、宿命、運命
★父母・祖父母・曽祖父母の生きざまのなかに連綿と受け継がれる宿命
（５）‘公’＝社会的共通資本の維持・発展に奉仕する

　　★仕事人間からの脱却→相手のため周りのための役立ちを優先する
（６）良きおとうさん、お母さんをめざす
　　★「おかあさん」「おとうさん」の語源を体現してほしい（注２３）
　　　お母さん＝太陽
　　　お父さん＝尊い人
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